














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法文番号　著者名 標題 巻数 行数　
 1 パウルス 告示註解 32巻 ７行
 2 ガーイウス 日用法集 ２巻 16行
 3 パウルス 告示註解 32巻 ７行
 4 ガーイウス 日用法集 ２巻 ２行
 5 パウルス 告示註解 32巻 12行
 6 ウルピアーヌス 告示註解 31巻 26行
 7 パーピニアーヌス 解答録 ３巻 ４行
 8 ウルピアーヌス 告示註解 31巻 52行
 9 パウルス 告示註解 32巻 ２行
 10 ウルピアーヌス 告示註解 31巻 45行
 11 ポンポーニウス プラウティウス抄録 ３巻 ２行
 12 ウルピアーヌス 告示註解 31巻 58行
 13 ガーイウス 属州告示註解 10巻 ２行
 14 ウルピアーヌス 告示註解 31巻 ８行
 15 パウルス サビーヌス註解 ２巻 ３行
 16 ウルピアーヌス 告示註解 31巻 ７行
 17 パウルス サビーヌス註解 ７巻 ３行
 18 ウルピアーヌス サビーヌス註解 40巻 ２行
 19 ウルピアーヌス サビーヌス註解 43巻 ６行
 20 パウルス サビーヌス註解 11巻 ４行
 21 ウルピアーヌス サビーヌス註解 47巻 ５行
 22 パウルス 告示註解 32巻 54行
 23 ヘルモゲニアーヌス 法抄録 ２巻 ２行
 24 パウルス 断案録 ２巻 １行
 25 ヘルモゲニアーヌス 法抄録 ２巻 ２行
 26 パウルス 告示註解 32巻 24行
 27 ガーイウス 属州告示註解 ９巻 17行
 28 ウルピアーヌス 告示註解 14巻 ４行
 29 ウルピアーヌス 討論集 ７巻 29行
 30 ユーリアーヌス 学説集 13巻 ７行
 31 ユーリアーヌス 学説集 14巻 ４行
 32 ユーリアーヌス ウルセイユス・フェロークス註解 ３巻 ９行
 33 ユーリアーヌス ミニキウス抄録 ４巻 ５行
 34 アーフリカーヌス 質疑録 ８巻 25行
 35 ネラーティウス 備忘録 ５巻 ７行
 36 ヤウォレーヌス カッシウス抄録 ７巻 19行
 37 アーフリカーヌス 質疑録 ８巻 ６行
 38 マルケッルス 解答録単巻書 （１巻） 12行
 39 ネラーティウス 備忘録 ７巻 ３行
 40 パウルス 告示註解 ９巻 ３行
 41 ガーイウス 属州告示註解 ３巻 ３行
 42 ウルピアーヌス 告示註解 11巻 ４行
 43 ウルピアーヌス 告示註解 23巻 ３行
 44 ウルピアーヌス 告示註解 62巻 ２行
 45 パウルス プラウティウス註解 ５巻 22行
 46 パウルス 告示註解 74巻 ７行
 47 ポンポーニウス プラウティウス抄録 ３巻 ７行
 48 ケルスス 学説集 ７巻 １３行
 49 マルケッルス 学説集 ６巻 ８行
 50 ケルスス 学説集 38巻 ８行
 51 ヤウォレーヌス カッシウス抄録 ９巻 ３行
 52 ヤウォレーヌス 書簡集 １巻 ６行
 53 パーピニアーヌス 質疑録 ９巻 ５行
 54 パーピニアーヌス 質疑録 27巻 11行
 55 パーピニアーヌス 解答録 １巻 ２行
 56 パーピニアーヌス 解答録 ３巻 13行
 57 パーピニアーヌス 解答録 10巻 ７行
 58 パウルス 質疑録 ４巻 17行
 59 パウルス 解答録 ４巻 24行
 60 スカエウォラ 解答録 １巻 31行
 61 パウルス ネラーティウス註解 ２巻 ３行
 62 スカエウォラ 学説集 ６巻 11行
（同章総計）716行 
※行数の計算にあたっては標題部を算入した
　各
法
文
の
行
数
を
検
討
す
る
と
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
が
計
二
五
一
行
で
、
同
章
全
体
の
七
一
六
行
に
対
し
て
三
五
％
（
以
下
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
小
数
第
一
位
を
四
捨
五
入
し
た
）
を
占
め
、
パ
ウ
ル
ス
は
同
じ
く
計
一
九
三
行
（
二
七
％
）
を
占
め
る
。
以
下
、
大
き
く
下
が
っ
て
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
が
四
二
行
（
六
％
）、
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
も
四
二
行
（
六
％
）、
ガ
ー
イ
ウ
ス
は
四
〇
行
（
六
％
）、
ア
ー
フ
リ
カ
ー
ヌ
ス
が
三
一
行
（
四
％
）、
ヤ
ウ
ォ
レ
ー
ヌ
ス
が
二
八
行
（
四
％
）、
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
二
五
行
（
四
％
）、
ケ
ル
ス
ス
二
一
行
（
三
％
）、
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
二
〇
行
（
三
％
）、
ネ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
が
一
〇
行
（
一
％
）、
ポ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
が
九
行
（
一
％
）
で
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
が
四
行
（
一
％
）
と
な
る
。
行
数
に
お
い
て
も
古
典
期
後
期
の
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
パ
ウ
ル
ス
、
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
の
比
重
が
大
き
く
、
時
代
の
下
っ
た
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
が
対
照
的
に
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
単
独
の
史
料
と
し
て
特
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
の
が
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
『
告
示
註
解A
d
ed
ictu
m
』
第
三
一
巻
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
六
法
文
・
一
九
六
行
（
二
七
％
）
を
占
め
る
。
な
お
、
レ
ー
ネ
ル
の
復
元
作
業
に
よ
れ
ば
、
逆
に
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
『
告
示
註
解
』
第
三
一
巻
前
半
を
再
構
成
す
る
素
材
と
し
て
も
、『
学
説
彙
纂
』
第
一
七
巻
第
一
章
所
収
の
法
文
群
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ 
る 
。
（
８
）
　
標
題
に
つ
い
て
は
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
、
パ
ウ
ル
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
『
告
示
註
解
』
が
目
立
っ
て
お
り
、
両
者
あ
わ
せ
て
一
八
法
文
・
三
二
五
行
（
四
五
％
）
と
な 
る 
。
ま
た
ガ
ー
イ
ウ
ス
『
属
州
告
示
註
解 A
d
ed
ictu
m
p
rou
in
ciale
 
』
が
三
法
文
・
二
二
行
（
三
％
）
（
９
）
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
同
章
が
、
政
務
官
法
体
系
の
大
き
な
影
響
を
う
け
つ
ぎ
つ
つ
成
立
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

。
な
お
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
と
パ
ウ
ル
ス
が
あ
ら
わ
し
た
、
代
表
的
な
『
市
民
法
論
』
系
列
の
著
作
で
あ
る
各
『
サ
ビ
ー
ヌ
ス
註
解 A
d
S
ab
in
u
m

も
あ
わ
せ
て
六
法
文
を
数
え
る
も
の
の
、
行
数
は
計
二
三
行
（
三
％
）
に
と
ど
ま
り
、
対
照
的
に
軽
い
比
重
と
な
っ
て
い
る
。
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Ⅲ
『
学
説
彙
纂
』
第
一
七
巻
第
一
章
第
一
法
文
　
第
一
法
文
（
パ
ウ
ル
ス
『
告
示
註
解
』
第
三
二
巻
）「
委
任
の
債
務
関
係
は
締
約
者
た
ち
の
合
意
の
う
え
に
成
り
立
つ
。（
一
）
そ
れ
故
に
、
使
者
を
通
じ
て
も
、
あ
る
い
は
手
紙
に
よ
っ
て
も
委
任
は
引
き
受
け
ら
れ
得
る
。（
二
）
同
様
に
〔
委
任
者
が
〕『
私
は
お
願
い
す
る
』
又
は
『
私
は
望
む
』
又
は
『
私
は
委
任
す
る
』
又
は
他
の
い
か
な
る
文
言
を
用
い
て
記
し
た
と
し
て
も
、
委
任
訴
権
は
存
在
す
る
。（
三
）
同
様
に
委
任
は
一
定
の
期
日
ま
で
延
期
す
る
か
た
ち
や
条
件
付
き
で
締
結
さ
れ
た
り
で
き
る
。（
四
）
委
任
は
無
償
で
な
け
れ
ば
何
ら
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
委
任
は
義
務
と
友
情
に
起
源
を
発
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
賃
金
は
義
務
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
金
銭
が
介
在
す
る
と
き
に
は
、
こ
と
は
む
し
ろ
賃
約
に
関
わ
る
の
で
あ

。」
　
こ
れ
は
、
委
任
契
約
を
他
か
ら
区
別
す
る
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
（
一
）
諾
成
契
約
、（
二
）
形
式
の
自
由
、（
三
）
無
償
契
約
と
い
う
特
徴
を
記
す
史
料
で
あ
り
、
同
章
で
は
異
例
に
抽
象
的
・
概
括
的
な
記
述
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
Ⅳ
『
学
説
彙
纂
』
第
一
七
巻
第
一
章
第
二
法
文
　
第
二
法
文
（
ガ
ー
イ
ウ
ス
『
日
用
集
』
第
二
巻
）「
委
任
は
わ
れ
わ
れ
〔
私
（
委
任
者
）
と
君
（
受
任
者
）〕
の
間
で
以
下
の
場
合
に
締
結
さ
れ
る
。
私
の
み
の
利
益
の
た
め
に
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
、
又
は
第
三
者
の
み
の
利
益
の
た
め
に
委
任
す
る
場
合
、
又
は
私
と
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
委
任
す
る
場
合
、
又
は
私
と
君
の
利
益
の
た
め
に
委
任
す
る
場
合
、
又
は
君
と
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
君
の
み
の
利
益
の
た
め
に
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
、
こ
の
委
任
は
無
駄
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
何
ら
の
債
務
関
係
も
生
じ
な
い
。（
一
）
委
任
が
私
の
み
の
利
益
の
た
め
に
私
と
君
の
間
で
存
在
す
（　
）
12る
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る
の
は
、
例
え
ば
私
の
事
務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
私
の
土
地
を
君
が
売
っ
た
り
、
私
の
た
め
に
君
が
信
命
保
証
を
な
し
た
り
す
る
よ
う
に
、
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。（
二
）
第
三
者
の
み
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
事
務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
彼
の
土
地
を
君
が
売
っ
た
り
、
彼
の
た
め
に
君
が
信
命
保
証
を
な
し
た
り
す
る
よ
う
に
、
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。（
三
）
私
と
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
私
と
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
事
務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
私
と
彼
の
土
地
を
君
が
売
っ
た
り
、
私
と
彼
の
た
め
に
君
が
信
命
保
証
を
な
し
た
り
す
る
よ
う
に
、
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。（
四
）
私
と
君
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
君
が
利
息
付
き
で
あ
る
者
（
借
り
主
）
に
金
銭
を
貸
し
、
そ
の
者
は
私
の
物
を
手
に
入
れ
る
た
め
金
銭
を
借
り
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。（
五
）
君
と
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
君
が
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
利
息
付
き
で
金
銭
を
貸
す
よ
う
に
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
君
が
利
息
な
し
に
金
銭
を
貸
す
よ
う
に
と
い
う
場
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
委
任
は
第
三
者
の
み
の
利
益
の
た
め
に
私
と
君
の
間
で
存
在
す
る
。（
六
）
他
方
で
、
例
え
ば
君
が
君
の
金
銭
を
利
息
付
き
で
貸
す
よ
り
む
し
ろ
農
地
の
買
い
入
れ
に
投
資
す
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
反
対
に
農
地
の
買
い
入
れ
よ
り
は
む
し
ろ
利
息
付
き
で
貸
す
こ
と
に
投
資
す
る
よ
う
に
、
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
、
委
任
は
君
の
利
益
の
た
め
に
私
と
君
の
間
で
存
在
す
る
。
こ
の
類
の
委
任
は
委
任
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
助
言
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
債
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
何
人
も
助
言
か
ら
債
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
助
言
が
そ
れ
を
与
え
ら
れ
た
者
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
助
言
が
自
分
の
利
益
に
な
る
か
ど
う
か
を
自
分
の
判
断
で
吟
味
す
る
の
は
皆
自
由
だ
か
ら
で
あ

。」
　
委
任
契
約
を
委
任
者
（
私
）、
受
任
者
（
君
）、
第
三
者
に
お
け
る
利
益
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
し
、
受
任
者
の
み
の
利
益
と
な
る
よ
う
な
委
任
契
約
か
ら
は
債
務
関
係
（obligatio
）
が
生
じ
な
い
と
論
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
す
で
に
紀
元
後
二
世
紀
の
（　
）
13る
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ガ
ー
イ
ウ
ス
『
法
学
提
要 In
stitu
tion
es
』
に
も
見
ら
れ
、
ユ
帝
『
法
学
提
要
』
に
も
酷
似
し
た
議
論
が
見
出
さ
れ

。
一
読
し
て
個
別
の
場
合
を
根
気
よ
く
あ
げ
て
検
討
し
て
い
く
特
徴
的
な
ス
タ
イ
ル
を
見
て
取
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
方
法
論
を
検
討
し
た
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
を
一
例
と
す
る
よ
う
に
、
法
学
特
有
の
方
法
論
の
あ
り
方
と
結
び
つ
け
て
も
論
及
さ
れ
る
史
料
で
あ

。
ま
た
、
一
見
し
て
、
委
任
者
・
受
任
者
・
第
三
者
の
三
者
と
も
に
利
益
と
な
る
よ
う
な
類
型
を
明
示
し
て
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ワ
ト
ソ
ン
は
、
本
法
文
が
も
と
も
と
問
題
解
決
の
た
め
に
実
践
的
な
目
的
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
自
明
な
類
型
を
あ
え
て
挙
げ
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い

。　
筆
者
も
こ
れ
を
説
得
的
な
説
明
と
認
め
た
い
。
　
　
　
　
　
　
Ⅴ

む
す
び
に
か
え
て
　　
以
上
、
本
稿
は
同
章
の
全
体
的
構
成
を
検
討
し
、
冒
頭
の
二
法
文
を
訳
出
・
検
討
す
る
に
と
ど
め
た
覚
え
書
き
で
あ
る
。
今
回
そ
の
よ
う
に
筆
者
自
ら
が
設
定
し
た
範
囲
は
慎
重
に
守
り
た
い
が
、
第
三
法
文
以
下
の
史
料
を
予
備
的
に
検
討
し
た
経
験
か
ら
、
契
約
当
事
者
間
の
権
利
義
務
に
関
す
る
不
均
衡
を
見
出
せ
そ
う
な
見
通
し
を
現
在
得
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
友
情
に
発
す
る
無
償
性
」
と
い
う
美
名
の
も
と
で
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
当
事
者
（
主
と
し
て
受
任

）
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
奴
隷
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
が
、
市
民
権
を
得
て
か
ら
も
元
主
人
の
事
実
上
の
支
配
を
受
け
る
元
奴
隷
」
な
ど
の
立
場
ゆ
え
非
対
称
的
な
負
担
を
甘
受
す
る
姿
を
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
時
代
・
地
域
を
超
え
て
、
桐
村
彰
郎
先
生
が
研
究
生
活
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
た
「
差
別
と
抑
圧
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
も
触
れ
あ
う
普
遍
性
を
有
す
る
と
考
え
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
具
体
的
検
討
に
力
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ま
ず
今
後
の
課
題
と
し
、
本
稿
に
よ
っ
て
退
職
さ
れ
る
先
生
へ
の
祝
意
を
あ
ら
わ
し
た
い
。
　
（
１
） 
林
智
良
『
共
和
政
末
期
ロ
ー
マ
の
法
学
者
と
社
会
―
変
容
と
胎
動
の
世
紀
―
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
七
年
）（
以
下
、「
拙
著
」
と
略
記
す
る
）
一
六
―
二
二
頁
の
文
献
リ
ス
ト
所
収
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
略
号
を
本
稿
で
も
踏
襲
す
る
。
特
記
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
文
献
デ
ー
（　
）
14る
（　
）
15る
（　
）
16る
（　
）
17者
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タ
も
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
以
下
の
略
号
を
用
い
る
。B
erg
er,E
D
R
L
=
A
d
olf
B
erg
er, E
n
cy
clop
ed
ic
D
iction
ary
of
R
om
an
L
aw
(P
h
ilad
elp
h
ia,1953)(rep
r.N
.P
.,1991);M
etzg
er,C
JI
=
E
d
.E
rn
est
M
etzg
er,A
C
om
p
an
ion
to
Justinian's
Institutes
(Ithaca,1998);W
atson,C
M
R
L
=
A
lan
W
atson, C
on
tract
of
M
an
d
ate
in
R
om
an
L
aw
(O
xford,1961)
(repr.A
alen,1984);  
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
「
結
合
術
」
＝
吉
原
達
也
訳
／
註
「T
h.  
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
「
結
合
術
」
と
法
律
学
的
事
例
』」（
広
島
法
学
・
二
九
―
三
）　
　
『
学
説
彙
纂
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
英
羅
対
訳
版
で
あ
るA
lan
W
atson
, T
h
e
D
ig
est
of
Ju
stin
ian
4
v
ols.(P
h
ilad
elp
h
ia,1985)
所
収
の
、
い
わ
ゆ
る
モ
ム
ゼ
ン
大
版
を
用
い
た
。
そ
れ
以
外
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
き
拙
著
V
頁
の
方
針
を
踏
襲
し
た
。
（
２
） 
原
田
「
ロ
ー
マ
法
」
二
〇
〇
頁
は
、「
諾
成
契
約
の
一
と
し
て
定
型
的
契
約
の
域
に
到
達
し
た
ロ
ー
マ
法
の
委
任
は
、
こ
の
方
面
に
か
け
て
は
何
等
特
別
の
概
念
と
規
範
を
持
た
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
法
を
完
全
に
征
服
し
た
。
民
法
の
規
定
も
六
五
〇
條
三
項
を
除
き
、
ロ
ー
マ
法
起
源
で
あ
る
。」
と
記
す
。 
委
任
法
研
究
分
野
に
お
け
る
近
年
の
集
大
成
と
し
て D
ieter
N
rr,Shigeo
N
ishim
ura
(H
rsg.), M
an
d
atu
m
u
n
d
V
erw
an
d
tes
:
B
eitrg
e
zu
m
rm
isch
en
u
n
d
m
od
ern
en
R
ech
t
(B
erlin-T
okyo,1993)
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
委
任
法
理
論
自
身
の
検
討
を
ひ
と
ま
ず
射
程
外
と
し
た
い
。
（
３
） 
同
章
全
体
の
翻
訳
に
つ
い
て
筆
者
は
永
ら
く
準
備
中
で
あ
り
、
概
ね
準
備
作
業
の
半
ば
を
過
ぎ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
関
連
し
た
産
物
で
あ
る
が
、
全
訳
文
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
慎
重
を
期
す
た
め
（
で
き
る
だ
け
早
期
を
め
ざ
し
つ
つ
も
）
他
日
を
期
し
た
い
。
（
４
） 
た
だ
し
、
ワ
ト
ソ
ン
は
第
一
・
第
二
法
文
の
抽
象
性
・
一
般
性
と
、
こ
れ
に
続
く
法
文
群
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
認
め
な
が
ら
も
、
第
三
―
第
五
法
文
を
特
に
区
別
し
て
、
こ
こ
で
第
一
・
二
法
文
で
の
定
義
が
継
続
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
（W
atson,C
M
R
L
,p.26
）。
そ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
冒
頭
二
法
文
と
第
三
法
文
以
下
と
が
断
絶
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
（
５
） 
こ
れ
も
周
知
の
事
柄
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
ユ
帝
『
法
学
提
要
』
第
三
巻
第
二
六
章
「
委
任
に
つ
い
て
（D
e
m
an
d
ato
）」
を
一
読
す
る
と
、
こ
こ
で
検
討
す
る
『
学
説
彙
纂
』
第
一
七
巻
第
一
章
と
は
異
な
っ
て
、
委
任
に
関
す
る
基
本
事
項
を
全
体
と
し
て
整
序
し
て
網
羅
し
よ
う
と
い
う
構
成
方
針
を
読
み
取
れ
る
。
ユ
帝
『
法
学
提
要
』
前
記
箇
所
の
首
項
か
ら
第
六
項
半
ば
ま
で
に
つ
い
て
は
後
述
註
（　
）
で
１４
部
分
訳
を
付
す
が
、
同
箇
所
全
体
と
し
て
関
係
者
の
利
益
に
着
目
し
た
委
任
の
分
類
と
受
任
者
の
み
の
利
益
と
な
る
委
任
の
無
効
と
、
い
わ
ゆ
る
信
用
委
任
の
成
立
問
題
が
述
べ
ら
れ
る
。
次
い
で
、
第
七
項
（
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
委
任
の
無
効
）、
第
八
項
（
委
任
さ
れ
た
範
囲
を
逸
脱
す
る
契
約
の
効
力
）、
第
九
項
（
委
任
の
撤
回
期
限
）、
第
一
〇
項
（
当
事
者
の
死
亡
に
よ
る
委
任
の
解
消
）、
第
一
一
項
（
委
任
契
約
締
結
の
自
第20巻３・４号―― 56
由
と
締
結
後
の
拘
束
力
）、
第
一
二
項
（
委
任
の
延
期
と
条
件
付
与
）、
第
一
三
項
（
委
任
の
無
償
性
）
が
順
次
区
別
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
明
快
な
区
分
け
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
『
法
学
提
要
』
第
三
巻
第
一
五
五
―
一
六
二
節
の
扱
う
事
項
と
表
現
は
多
く
一
致
し
て
い
る
。
詳
細
な
比
較
検
討
は
本
稿
の
目
的
外
と
し
て
差
し
控
え
る
に
し
て
も
、
こ
れ
は
ユ
帝
『
法
学
提
要
』
の
源
流
が
ガ
ー
イ
ウ
ス
『
法
学
提
要
』
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
事
実
で
あ
る
。
ユ
帝
『
法
学
提
要
』
に
お
け
る
委
任
契
約
関
連
の
記
述
に
つ
い
て
、
ま
ず M
etzger,
C
JI,pp.165-168
を
参
照
。
（
６
） 
同
章
成
立
の
歴
史
的
経
緯
と
編
纂
過
程
を
推
測
す
る
研
究
と
し
て
ま
ず
ワ
ト
ソ
ン
の
研
究
（W
atson,C
M
R
L
,pp.24-35
）
を
挙
げ
る
。
（
７
） 
個
々
の
法
学
者
の
活
動
時
期
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は B
erg
er,E
D
R
L
の
該
当
事
項
及
び
柴
田
「
ロ
ー
マ
法
学
」
三
六
―
四
二
頁
を
参
照
。
法
学
史
の
時
代
区
分
に
つ
き
柴
田
「
ロ
ー
マ
法
学
」
に
従
っ
た
。
（
８
） 
レ
ー
ネ
ル
に
よ
れ
ば
同
巻
の
標
題
は
「
誠
意
契
約
に
つ
い
て
（
2
）D
e
b
on
ae
fid
ei
con
tractib
u
s
2
」
と
推
測
さ
れ
、
同
巻
は
さ
ら
に
「
委
任
訴
権
あ
る
い
は
委
任
反
対
訴
権 M
an
d
ati
v
el
con
tra
」
の
部
（
収
録
断
片 N
o.907-916
）
と
「
組
合
員
の
た
め
に P
ro
socio
」
の
部
（
収
録
断
片 N
o.917-929
）
に
二
分
さ
れ
る
。「
委
任
訴
権
あ
る
い
は
委
任
反
対
訴
権
」
の
部
に
収
め
ら
れ
る
一
一
断
片
中
八
個
が
『
学
説
彙
纂
』
第
一
七
巻
第
一
章
に
収
め
ら
れ
た
法
文
の
み
を
元
に
復
元
さ
れ
て
残
る
三
個
は
部
分
的
（
収
録
断
片 N
o.909
）
に
『
学
説
彙
纂
』
第
五
〇
巻
第
一
七
章
第
四
七
法
文
首
項
（D
.50,17,47,pr.
但
し
、
モ
ム
ゼ
ン
版
で
の
標
題
は "U
lpianus
libro
trigensim
o
sic
ad
edictum
"
と
あ
り
、
レ
ー
ネ
ル
が
註
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
を
引
き
、
あ
る
い
は
全
体
と
し
て
同
第
一
九
巻
第
五
章
第
一
九
法
文
（D
.19,5,19
）（
収
録
断
片N
o.915
）
と
同
第
五
〇
巻
第
一
四
章
第
二
法
文
（D
.50,14,2
）
と
を
引
い
て
い
る
（
収
録
断
片N
o.916
）。L
en
el,P
IC
,II,S
.619-
629
を
参
照
。
（
９
） 
レ
ー
ネ
ル
に
よ
れ
ば
、
パ
ウ
ル
ス
『
告
示
註
解
』
第
三
二
巻
も
「
委
任
訴
権
あ
る
い
は
委
任
反
対
訴
権
」
と
「
組
合
員
の
た
め
に
」
か
ら
成
り
、
前
者
に
お
け
る
『
学
説
彙
纂
』
第
一
七
巻
第
一
章
所
収
法
文
の
ウ
ェ
イ
ト
が
圧
倒
的
に
大
き
い
（L
enel,P
IC
,I,S.1028-1033
）。
 
（　
） 
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
ポ
ン
ポ
ー
ニ
ウ
ス
『
プ
ラ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
抄
録 E
x
P
lau
tio
』・
パ
ウ
ル
ス
『
プ
ラ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
註
解A
d
P
lau
tiu
m
』
１０
は
、
同
章
の
法
文
中
に
計
三
個
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
象
と
す
る
法
学
者
プ
ラ
ウ
テ
ィ
ウ
ス P
lautius
は
、
法
務
官
法
を
対
象
と
し
て
著
述
を
残
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（B
erger,E
D
R
L
,p.632
）。
（　
） 
『
サ
ビ
ー
ヌ
ス
註
解
』
が
『
市
民
法
論
』
系
列
の
知
的
伝
統
に
お
い
て
占
め
て
い
る
位
置
に
つ
き
、
筆
者
は
以
前
拙
著
九
九
、
一
五
六
―
一
五
１１
八
頁
に
お
い
て
触
れ
る
機
会
を
得
た
。
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（　
） 
O
bligatio
m
andaticonsensu
contrahentium
consistit.(1)Ideo
per
nuntium
quoque
uelper
epistulam
m
andatum
suscipi
１２
potest.(2)Item
siue
'rogo'siue
'uolo'siue
'm
ando'siue
alio
quocum
que
uerbo
scripserit,m
andatiactio
est.(3)Item
m
andatum
et
in
diem
differriet
sub
condicione
contrahipotest.(4)M
andatum
nisigratuitum
nullum
est:nam
originem
ex
officio
atque
am
icitia
trahit,contrarium
ergo
est
officio
m
erces:interueniente
enim
pecunia
res
ad
locationem
et
conductionem
potius
respicit.(D
.17,1,1
P
A
U
L
U
S
libro
trigensim
o
secundo
ad
edictum
)
（　
） 
M
an
d
atu
m
in
ter
n
os
con
trah
itu
r,siu
e
m
ea
tan
tu
m
g
ratia
tib
im
an
d
em
siu
e
alien
a
tan
tu
m
siu
e
m
ea
et
alien
a
siu
e
m
ea
１３
et
tua
siue
tua
et
aliena.quod
situa
tantum
gratia
tibim
andem
,superuacuum
est
m
andatum
et
ob
id
nulla
ex
eo
obligatio
nascitur.(1)M
ea
tantum
gratia
interuenit
m
andatum
,uelutisitibim
andem
,ut
negotia
m
ea
geras
uelut
fundum
m
ihiem
eres
uelut
pro
m
e
fideiubeas.(2)A
liena
tantum
,uelutisitibim
andem
,ut
T
itiinegotia
gereres
uelut
fundum
eiem
eres
uelut
pro
eo
fideiubeas.(3)M
ea
et
aliena,uelutisitibim
andem
,ut
m
ea
et
T
itiinegotia
gereres
uelut
m
ihiet
T
itio
fundum
em
eres
uelut
pro
m
e
et
T
itio
fideiubeas.(4)T
ua
et
m
ea,uelutisim
andem
tibi,ut
sub
usuris
crederes
ei,quiin
rem
m
eam
m
utuaretur.
(5)T
ua
et
aliena,uelutisitibim
andem
,ut
T
itio
sub
usuris
crederes:quod
si,ut
sine
usuris
crederes,aliena
tantum
gratia
interuenit
m
andatum
.(6)T
ua
autem
gratia
interuenit
m
andatum
,uelutisim
andem
tibi,ut
pecunias
tuas
potius
in
em
ptio-
n
es
p
raed
ioru
m
colloces
q
u
am
faen
eres,u
elex
d
iu
erso
u
t
faen
eres
p
otiu
s
q
u
am
in
em
p
tion
es
p
raed
ioru
m
colloces:cu
iu
s
g
en
eris  m
an
d
atu
m
m
ag
is
con
siliu
m
est
q
u
am
m
an
d
atu
m
et
ob
id
n
on
est
ob
lig
atoriu
m
,q
u
ia
n
em
o
ex
con
silio
ob
lig
atu
r,
etiam
sinon
expediat
eicuidabatur,quia
liberum
est
cuique
apud
se
explorare,an
expediat
sibiconsilium
.
(D
.17,1,2
G
A
IU
S
libro
secundo
cottidianarum
)
（　
） 
以
下
に
対
応
箇
所
を
訳
出
す
る
。「（
一
五
五
）
委
任
は
、
わ
れ
わ
れ
の
利
益
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
が
委
任
す
る
か
、
第
三
者
の
利
益
の
た
め
１４
に
委
任
す
る
場
合
に
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
私
の
事
務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
事
務
を
〔
君
が
〕
執
り
行
っ
た
り
す
る
よ
う
私
が
委
任
し
た
な
ら
ば
、
委
任
に
基
づ
く
債
務
関
係
が
発
生
す
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
一
方
が
他
方
に
対
し
て
、
私
が
君
に
対
し
て
か
、
ま
た
は
君
が
私
に
対
し
て
か
、
誠
意
に
よ
り
給
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
こ
と
が
ら
に
つ
き
お
互
い
に
責
を
負
う
で
あ
ろ
う
。（
一
五
六
）
実
際
、
私
が
君
に
対
し
て
君
の
利
益
の
た
め
に
委
任
を
す
る
場
合
、
委
任
は
無
駄
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
確
か
に
君
自
身
が
君
の
利
益
の
た
め
に
な
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
私
の
委
任
か
ら
で
は
な
く
君
自
身
の
判
断
に
基
づ
い
て
な
す
べ
き
な
の
だ
。
従
っ
て
、
も
し
君
が
自
家
第20巻３・４号―― 58
に
遊
休
資
金
を
有
し
て
い
る
場
合
に
、
君
に
そ
の
遊
休
資
金
を
利
息
つ
き
で
貸
す
よ
う
に
私
が
勧
め
た
と
す
る
。
そ
こ
で
君
が
消
費
貸
借
と
し
て
資
金
を
与
え
た
の
に
、
そ
の
者
か
ら
回
収
不
能
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
君
は
私
に
対
し
て
委
任
訴
権
を
有
し
な
い
だ
ろ
う
。
同
様
に
、
君
が
何
か
の
物
を
買
う
よ
う
に
私
が
勧
め
た
場
合
、
例
え
そ
の
物
の
購
入
が
君
の
役
に
立
た
な
か
っ
た
し
て
も
、
私
は
君
に
対
し
て
委
任
に
基
づ
く
責
を
負
わ
な
い
だ
ろ
う
。(155)M
andatum
consistit,siue
nostra
gratia
m
andem
us
siue
aliena;itaque
siue
ut
m
ea
negotia
geras
siue
ut
alterius,m
andauerim
,contrahitur
m
andatiobligatio,et
inuicem
alter
alteritenebim
ur
in
id,quod
uelm
e
tibiuelte
m
ihibona
fide
praestare
oportet.(156)N
am
situa
gratia
tibim
andem
,superuacuum
est
m
andatum
;quod
enim
tu
tua
gratia
factu
ru
s
sis,id
d
e
tu
a
sen
ten
tia,n
on
ex
m
eo
m
an
d
atu
facere
d
eb
es;itaq
u
e
siotiosam
p
ecu
n
iam
d
om
itu
ae
te
h
ab
en
tem
hortatus
fuerim
,ut
eam
faenerares,quam
uis
iam
eim
utuam
dederis,a
quo
seruare
non
potueris,non
tam
en
habebis
m
ecum
m
andatiactionem
.item
sihortatus
sim
,ut
rem
aliquam
em
eres,quam
uis
non
expedierit
tibieam
em
isse,
non
tam
en
tibi
m
andatitenebor.(G
ai.3,155-156)
」「
委
任
は
五
つ
の
や
り
方
で
締
結
さ
れ
る
。
誰
か
（
委
任
者
）
が
自
分
の
利
益
の
た
め
に
の
み
君
（
受
任
者
）
に
委
任
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
委
任
者
と
君
（
受
任
者
）
の
利
益
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
み
の
利
益
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
委
任
者
と
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
君
（
受
任
者
）
と
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
受
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
他
方
で
、
君
（
受
任
者
）
の
み
の
利
益
の
た
め
に
君
に
委
任
が
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
委
任
は
無
駄
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
委
任
か
ら
何
ら
の
債
務
関
係
も
、
ま
た
君
た
ち
の
間
に
委
任
訴
権
も
生
じ
な
い
。（
一
）
委
任
者
の
み
の
利
益
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
誰
か
が
君
に
そ
の
者
（
委
任
者
）
の
事
務
を
執
り
行
う
よ
う
、
あ
る
い
は
地
所
を
委
任
者
の
た
め
に
購
入
す
る
よ
う
、
あ
る
い
は
委
任
者
の
た
め
に
誓
約
を
す
る
よ
う
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。（
二
）
君
（
受
任
者
）
と
委
任
者
の
利
益
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
、
委
任
者
自
身
の
物
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
金
を
借
り
入
れ
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
君
が
利
息
付
き
で
金
銭
を
貸
し
付
け
る
よ
う
委
任
者
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
あ
る
い
は
君
が
委
任
者
を
、
彼
が
信
命
保
証
を
な
し
た
た
め
に
訴
え
よ
う
と
望
ん
で
い
る
場
合
に
、
委
任
者
の
危
険
〔
負
担
〕
に
お
い
て
主
債
務
者
を
君
が
訴
え
る
よ
う
、
あ
る
い
は
君
に
対
し
て
委
任
者
が
負
っ
て
い
た
債
務
を
引
き
受
け
る
よ
う
指
図
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
委
任
者
が
危
険
を
負
う
か
た
ち
で
君
が
〔
問
答
契
約
の
形
で
〕
要
約
す
る
よ
う
君
に
対
し
て
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。（
三
）
一
方
で
、
第
三
者
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
事
務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
た
め
に
君
が
土
地
を
購
入
し
た
り
、
あ
る
い
は
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
た
め
に
君
が
誓
約
を
な
し
た
り
す
る
よ
う
委
任
者
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。（
四
）
委
任
者
と
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
委
任
者
と
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
（
第
三
者
）
の
た
め
に
君
が
土
地
を
購
入
し
た
り
、
あ
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る
い
は
委
任
者
と
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
た
め
に
誓
約
を
な
す
よ
う
、
委
任
者
と
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
共
通
の
事
務
執
行
を
委
任
者
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。（
五
）
君
と
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
君
が
利
息
付
き
で
金
銭
を
貸
し
付
け
る
よ
う
委
任
者
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
利
息
な
し
に
君
が
金
銭
を
貸
し
付
け
る
よ
う
委
任
す
る
な
ら
ば
、
委
任
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
。（
六
）
委
任
が
君
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
委
任
者
が
君
に
、
君
の
金
銭
を
利
息
付
き
で
貸
す
よ
り
む
し
ろ
農
地
の
買
い
入
れ
に
投
資
す
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
反
対
に
農
地
の
買
い
入
れ
よ
り
は
む
し
ろ
利
息
付
き
で
貸
す
こ
と
に
投
資
す
る
よ
う
に
、
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
類
の
委
任
は
委
任
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
助
言
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
債
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
何
人
も
助
言
か
ら
委
任
の
債
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
助
言
が
、
そ
れ
を
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
者
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
助
言
が
利
益
に
な
る
か
ど
う
か
を
自
分
の
判
断
で
吟
味
す
る
の
は
皆
自
由
で
あ
ろ
う
か
ら
。
従
っ
て
、
も
し
君
が
自
家
に
遊
休
資
金
を
有
し
て
い
る
場
合
に
、
君
が
何
か
の
物
を
買
う
か
そ
の
金
銭
を
貸
し
付
け
る
よ
う
、
誰
か
が
勧
め
た
場
合
に
、
例
え
そ
の
物
の
購
入
あ
る
い
は
貸
し
付
け
が
君
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
者
は
君
に
対
し
委
任
に
基
づ
く
責
を
負
わ
な
い
。　
　
M
andatum
contrahitur
quinque
m
odis,sive
sua
tantum
gratia
aliquis
tibim
andet,sive
sua
et
tu
a,siv
e
alien
a
tan
tu
m
,siv
e
su
a
et
alien
a,siv
e
tu
a
et
alien
a.
at
situ
a
tan
tu
m
g
ratia
tib
im
an
d
atu
m
sit,su
p
erv
acu
u
m
est
m
an
d
atu
m
et
ob
id
n
u
lla
ex
eo
ob
lig
atio
n
ec
m
an
d
atiin
ter
v
os
actio
n
ascitu
r.
(1)M
an
d
an
tis
tan
tu
m
g
ratia
in
terv
en
it
m
andatum
,velutisiquis
tibim
andet,ut
negotia
eius
gereres,velut
fundum
eiem
eres,velut
pro
eo
sponderes.(2)T
ua
et
m
andantis,velutisim
andet
tibi,
ut
pecuniam
sub
usuris
crederes
ei,quiin
rem
ipsius
m
utuaretur,aut
sivolente
te
agere
cum
eo
ex
fideiussoria
causa
m
andet
tibi,ut
cum
reo
agas
periculo
m
andantis,velut
ipsius
periculo
stipuleris
ab
eo,quem
tib
id
eleg
et
in
id
q
u
od
tib
id
eb
u
erat.
(3)A
lien
a
au
tem
cau
sa
in
terv
en
it
m
an
d
atu
m
,v
elu
tisitib
im
an
d
et,u
t
T
itiin
eg
otia
gereres,velut
T
itio
fundum
em
eres,velut
pro
T
itio
sponderes.(4)Sua
et
aliena,velutiside
com
m
unibus
suis
et
T
itiinegotiis
g
eren
d
is
tib
im
an
d
et,v
elu
t
sib
iet
T
itio
fu
n
d
u
m
em
eres,v
elu
t
p
ro
eo
et
T
itio
sp
on
d
eres.
(5)T
u
a
et
alien
a,v
elu
tisitib
i
m
andet,ut
T
itio
sub
usuris
crederes.
quodsiut
sine
usuris
crederes,aliena
tantum
gratia
intercedit
m
andatum
.
(6)T
ua
gratia
in
terv
en
it
m
an
d
atu
m
,v
elu
tisitib
im
an
d
et,u
t
p
ecu
n
ias
tu
as
p
otiu
s
in
em
p
tion
es
p
raed
ioru
m
colloces,q
u
am
fen
eres,v
el
ex
diverso
ut
feneres
potius,quam
in
em
ptiones
praediorum
colloces.
cuius
generis
m
andatum
m
agis
consilium
est
quam
m
andatum
et
ob
id
non
est
obligatorium
,quia
nem
o
ex
consilio
m
andatiobligatur,etiam
sinon
expediat
eicuidabitur,cum
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liberum
cuique
sit
apud
se
explorare,an
expediat
consilium
.
itaque
siotiosam
pecuniam
dom
ite
habentem
hortatus
fuerit
aliquis,ut
rem
aliquam
em
eres
veleam
credas,quam
vis
non
expediet
tibieam
em
isse
velcredidisse,non
tam
en
tibim
andati
tenetur.
(Inst.3,26,pr.-7)
」
以
上
を
比
較
す
る
と
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
『
法
学
提
要
』
に
お
い
て
は
三
類
型
が
検
討
さ
れ
る
の
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
ユ
帝
『
法
学
提
要
』
と
同
章
第
二
法
文
で
は
六
類
型
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ワ
ト
ソ
ン
は
、
後
二
者
で
の
分
類
が
、
後
古
典
期
法
学
の
分
類
愛
好
傾
向
を
示
す
好
例
と
〔
学
界
で
〕
一
般
に
み
な
さ
れ
て
い
る
旨
指
摘
し
て
い
る
（W
atson,
C
M
R
L
,p.27
）。
（　
） 
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
は
、
本
史
料
を
も
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
い
う
結
合
術
（ars
com
binatoria
）
の
法
律
学
へ
の
適
用
で
あ
る
と
論
ず
る
。
１５
本
稿
で
も
述
べ
た
「
委
任
者
・
受
任
者
・
第
三
者
の
三
者
と
も
に
利
益
と
な
る
よ
う
な
類
型
」
の
欠
如
に
つ
い
て
も
す
で
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
理
由
不
明
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
は
、
こ
の
よ
う
な
欠
如
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
、
結
合
術
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
素
材
に
対
し
て
（
た
い
て
い
は
専
門
科
学
由
来
の
）
体
系
的
思
考
が
あ
て
は
め
ら
れ
た
時
に
生
ず
る
齟
齬
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
記
の
諸
点
に
つ
き
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
「
結
合
術
」
九
九
―
一
〇
〇
頁
を
参
照
。　
ま
た
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
結
合
術
自
体
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
「
結
合
術
」
一
〇
〇
―
一
〇
四
頁
を
参
照
〔
本
法
文
が
法
学
方
法
論
の
素
材
と
な
る
こ
と
に
つ
き
、
筆
者
は
始
め
吉
原
達
也
先
生
の
口
頭
発
表
、「L
eibniz,A
rs
C
om
binatoria
に
お
け
る
法
学
的
事
例
―T
h.V
iehw
eg,T
opik
und
Jurisprudenz
第
六
章　
ト
ピ
ク
と
結
合
術
を
め
ぐ
っ
て
」（
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
法
学
と
レ
ト
リ
ッ
ク
」
第
一
回
全
体
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
七
月
四
日
ピ
ア
ザ
淡
海
に
て
）
に
お
い
て
教
え
ら
れ
た
。 
そ
し
て
、
吉
原
先
生
に
は
今
回
改
め
て
ご
教
示
と
資
料
の
供
与
に
与
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
〕。
（　
） 
W
atson,C
M
R
L
,pp.111-114
１６
（　
） 
無
償
で
あ
り
な
が
ら
負
担
を
負
う
の
は
、
ま
ず
第
一
に
受
任
者
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
契
約
の
構
成
に
よ
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
信
用
委
任
１７
な
ど
の
か
た
ち
で
委
任
者
が
負
担
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
 
 
以
上
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